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1°はじめに
社会が複綱上・高度化するに従い、人々 が都市空間
に心の豊かさや潤いを感じることができる憩いの場を
求める意識が高まってきた｡これは、WHOで決議さ
れた居住の4原則、すなわち、安全性、健康性、利便
性、快適性において、‘決適性が居住面で重要視される
ようになってきたことを意味している。
歴史の大きな流れで見ると、まず、古代の都市国家
は、安全性に重点が置かれて都市が形成されてきた。
ローマ帝国が滅亡するとともに、それまで都市が持っ
ていた健康性がおざなりにされ、中世ヨーロッパの幾
度かの伝染病の蔓延に結びついたことは、黒死病（ペ
スト）に代表される事例で明らかである。このため、
為政者は健康性に対して重要な関心を持つようになっ
た。さらに産業革命以降､交通に対する需要が高まり、
利便性の重視が都市形成に大きな意味を持つようにな
ってきた。そして、現代では、このような原則が満た
されてきている反面、都市空間のあり方や人間関係の
あり方から、快適に都市で居住することが求められる
ようになってきた。
この快適性を重要視する都市づくり、まちづくりで
注目を集めるようになってきたのが「五感を大切にす
1
るまちづくり」である。これまで、まちづくりにおい
ては、五感の中でも視覚に配慮した景観に重点が置か
れてきており、聴覚、喚覚、触覚などの他の感覚をも
取り込んだ総合的なまちづくりは行われてこなかった。
言葉を換えれば、五感を大切にすると言うことは自然
との共生を図ることであり、環境共生のまちづくり、
都市づくりから‘決適性を高めていくことが重要なポイ
ントである。
快適性は、人間の視覚・聴覚・喚覚・触覚・味覚の
五感から総合的に判断されるもので、個人差が大きい
とはいえ、ある程度の客観性を担保することもできる。
このような五感が受け取る‘決適性の環境情報は、植物
などの自然が大きく作用しているものと考えられる。
そこで、本調査では、かおりを活用した街づくり・住
まいづくりを行ってきた住宅・都市基盤整備公団（現
独立行政法人都市再生機構）の日進香久山団地を対象
に、住民のI快適性に関する意識から街づくり・住まい
づくりへの「におい（かおり)」の効果を検証し、今後
のまちづくりを考える一資料とすることを目的として
いる。

















